
令 和 ７ 年 １ １ 月 １ １ 日 

         道路・交通計画部道路計画課 

 

東京外かく環状道路事業（東名ジャンクション周辺）の進捗状況等について 

 

１ 主旨 

東京外かく環状道路は、首都圏三環状道路（圏央道、外環道、首都高中央環状線）のひと

つであり、首都圏の渋滞緩和、環境改善や円滑な交通ネットワークを実現する重要な道路と

して、国及び東日本高速道路（株）、中日本高速道路（株）が共同して事業を進めている。

東京外かく環状道路事業のうち、東名ジャンクション周辺における各工事の進捗状況等につ

いて報告する。 

 

２ シールドトンネルの工事状況（令和７年１１月１日時点）【別紙１】          

 トンネル名称 掘進済延長 （進捗率） 備考 

東名 JCT周辺 

本線シールドトンネル（南行） 4,427ｍ （48.4％） ※ 

本線シールドトンネル（北行） 3,582ｍ （39.4％） ※ 

Ｈランプシールドトンネル 1,008ｍ （100％） 完了 

Ａランプシールドトンネル 684ｍ （46.5％） 工事中 

中央 JCT周辺 

Ｂランプシールドトンネル 389ｍ （36.2％） 工事中 

Ｆランプシールドトンネル 115ｍ （15.7％） 工事中 

Ｈランプシールドトンネル 410ｍ （100％） 完了 

Ａランプシールドトンネル 666ｍ （100％） 完了 

青梅街道 IC周

辺 

ランプシールドトンネル（入口） 0ｍ （0％） 未着手 

ランプシールドトンネル（出口） 0ｍ （0％） 未着手 

大泉 JCT周辺 

本線シールドトンネル（南行） 4,496ｍ （64.4％） 工事中 

本線シールドトンネル（北行） 4,443ｍ （63.7％） 工事中 

Ｆランプシールドトンネル 568ｍ （100％） 完了 

※調布市内における地表面陥没・空洞事故の発生により、現在掘進が停止中 

 

３ 令和７年度の工事状況（東名ジャンクション周辺）【別紙２】 

対象箇所 内容 

①トンネル部 

・Ｈランプシールドマシンは掘進を完了（令和７年３月）。 

・Ａランプシールドマシンは掘進中。 

・地中拡幅（南行）（成城３丁目）の部分拡幅部および標準拡幅部にお

いて、調査工、内部支保工を施工中。 

・地中拡幅（北行）（成城４丁目）の部分拡幅部において止水注入工の

作業が完了し、内部支保工を施工中。 

②開削部 
・令和７年９月に昨年度（令和６年８月）土留壁変状の影響により閉

鎖した区道を復旧。 
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③ランプ橋部 

・作業ヤード内で東名高速本線の橋脚耐震補強工を実施中。 

・東名高速道路北側は下水道管移設工を実施。 

・東名高速道路南側は機能補償道路を一部交通開放。 

④その他 ・換気所部は維持管理用の電気室の躯体構築を施工中。 

 

４ 地中拡幅工事について【別紙３】 

東名ジャンクションの地中拡幅部（分合流部）は、本線シールドトンネルとランプシール

ドトンネルを特殊な合成セグメントで接合する覆工構造により、構築することで工事の安全

性、覆工の耐久性の向上を図ることとしている。 

令和６年９月に開催された第３０回トンネル施工等検討委員会において、「施工計画及び

地域の安全・安心を高める取り組みは、安全性・確実性が確保された妥当なものであり、施

工状況や周辺環境のモニタリングを行いながら、細心の注意を払って工事を進めていくこと」

などが確認されており、令和７年７月に開催された第３２回トンネル施工等検討委員会にお

いては、再発防止対策及び地域の安全・安心を高める取り組みを踏まえた工事の実施状況に

ついて確認がなされた。 

なお、１０月時点における地中拡幅工事については、トンネル坑内からの調査工及び止水

注入工、内部支保工を行っている。 

 

５ オープンハウスの開催状況について（令和７年１月以降） 

開催時期 内容 来場者・参加者数 

令和７年 

１月１０日 

１１日 

東名 JCT地中拡幅工事の施工計画などに関する

オープンハウス 

オープンハウス：３６名 

意見交換会：９名 

現場視察会：２０名 

令和７年 

１月１７日 

１８日 

外環事業シールドトンネル工事の状況等をお

知らせするオープンハウス（中央 JCT周辺） 

オープンハウス：１３８名 

意見交換会：９名 

現場視察会：１００名 

令和７年 

１月２４日 

２５日 

外環事業シールドトンネル工事の状況等をお

知らせするオープンハウス（東名 JCT周辺） 

オープンハウス：１４２名 

意見交換会：７名 

現場視察会：１１８名 

令和７年 

９月 ４日 

７日 

外環事業シールドトンネル工事の状況等をお

知らせするオープンハウス（東名 JCT周辺） 

オープンハウス：１３３名 

意見交換会：６名 

現場視察会：１１３名 

令和７年 

９月１２日 

１３日 

外環事業シールドトンネル工事の状況等をお

知らせするオープンハウス（中央 JCT周辺） 

オープンハウス：１３３名 

意見交換会：７名 

現場視察会：１１７名 
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６ 事業再評価の結果について 

  国土交通省では、公共事業の効率性及び透明性の一層の向上を図るため、事業の必要性等

の視点から、事業の継続等を決定する再評価を行っているが、外環道についても前回（令和

２年度）評価から５年経過したことを受けて、事業再評価が行われた。 

事業再評価の審議は、１０月９日に開催された「令和７年度 第３回 関東地方整備局事業

評価監視委員会」で実施され、次回委員会で引き続き質問への回答と審議を行う「継続審議」

となった。その後、１０月２７日に開催された「令和７年度 第４回 関東地方整備局事業評

価監視委員会」にて、再度審議が行われ、前回（令和２年度）の付帯意見への対応を引き続

き行うものとし、事業主体の対応方針（原案）のとおり了承（事業継続）となった。 

なお、今回の評価より、前回（令和２年度）の事業評価監視委員会での委員からの主な意

見で「三環状は全体のネットワークとして効果を発揮するものであり、ネットワーク全体と

しての整備効果を検討してはどうか」との意見が出されたこともあり、広域ネットワークと

しての費用便益分析という観点から外環道開通済区間の高谷ジャンクションから三郷ジャ

ンクション、大泉ジャンクション間と現在、施工中の区間を合わせて評価する一体評価が初

めて行われている。 

［外環道事業再評価の概要］ 

（１）一体評価による費用便益分析 

・供用開始年次（供用開始年次は、費用便益比算定上設定した年次であり、開通済区間はそ

れぞれの時期による） 

令和１３年度〔前回実施なし〕 

・事業費 

約４兆６，４０７億円〔前回実施なし〕 

・計画交通量 

３７，２００～１０３，５００（台／日）〔前回実施なし〕 

・費用便益比（Ｂ／Ｃ） 

４．４〔前回実施なし〕 

※〔 〕内の数値は、前回（令和２年度）再評価時 

※一体評価対象区間 

東名 JCT～大泉 JCT及び開通済の大泉 JCT～三郷 JCT～高谷 JCT 

 

（２）個別評価（東京外かく環状道路（関越～東名））による費用便益分析 

・供用開始年次（供用開始年次は、費用便益比算定上設定した年次である） 

令和１３年度〔令和１３年度〕※変更なし 

・事業費 

約２兆７，６２５億円〔約２兆３,５７５億円〕＋約４，０５０億 

・計画交通量 

７４，７００～９４，６００（台／日）〔７２,６００～９２,２００（台／日）〕 

・費用便益比（Ｂ／Ｃ） 

１.２〔１．０１〕 

※〔 〕内の数値は、前回（令和２年度）再評価時 
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（３）審議結果 

 ・前回（令和２年度）の付帯意見への対応を引き続き行うものとし、事業主体の対応方針（原

案）のとおり了承（事業継続）となった。 

 【前回（令和２年度）付帯意見】 

  ・早期の完成と供用に努めること。  

・コスト縮減を徹底するとともに、事業費増の要因を分析し、厳格なコスト管理を行うこ

と。  

・事業進捗について、定期的に関係自治体と共有するなど引き続き事業の透明性を高める

こと。  

・事業の必要性や現場で行われている事業の工夫などを社会一般に知ってもらえるよう、

わかりやすい情報発信を行うこと。 

 

７ 東名以南の進捗状況について 

予定路線としての位置づけがある「東名高速から湾岸道路間」について、計画の具体化に

向けた意見交換及び検討の場として、国土交通省、東京都、川崎市の３者で構成される計画

検討協議会が平成２８年２月より開催されており、計画の必要性や概略ルートに関する論点

等について検討が行われている。 

令和６年１１月に開催された第７回計画検討協議会において、今後の進め方については、

「社会情勢の変化等を踏まえ、計画の基本的な方針のとりまとめに必要となる検討を進める

とともに、引き続き、川崎縦貫道路の計画と一本化する場合について、整備効果や起終点、

費用負担の考え方についての検討を進めること」などが確認されている。 

  区は、計画の早期実現を進めるとともに、具体化にあたっては透明性の高いプロセスの中

で、自然環境や地形にも配慮した上で検討を進めてほしい旨、引き続き求めていく。 
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平面図

縦断図

延長約16.2km

本
線
シ
ー
ル
ド

中央ＪＣＴ 大泉ＪＣＴ

延長 約410m

延長 約666m

Bランプ

Fランプ Aランプ

Hランプ

Aランプ

Hランプ

115m掘進済

389m掘進済
掘進完了
R4.10.13

掘進完了
R5.3.30

東名ＪＣＴ

Ｆランプ
掘進完了
R4.3.17

ラ
ン
プ
シ
ー
ル
ド

青梅街道ＩＣ

井の頭通り

中央ＪＣＴ 大泉ＪＣＴ東名ＪＣＴ

青梅街道ＩＣ
（出入口）

国土交通省

ネクスコ東日本

ネクスコ中日本

凡 例

施工者   シールドマシン

掘進延長 約9,099m

掘進延長 約9,155m4,427m 掘進済（南行）

3,582m 掘進済（北行）

地表面陥没・空洞事故箇所
※ 地盤補修工事中

延長 約1,008m

未着手

未着手

【関越道～東名高速間 シールドトンネルの工事状況】

※ 本線シールドは、区内掘進完了

4,496m 掘進済（南行）

4,443m 掘進済（北行）

令和７年１１月１日時点
※事業者作成資料を基に公表

データを区で加筆・修正

延長 約568ｍ

掘進方向

東八道路ＩＣ
（出入口）

目白通りＩＣ
（出入口）

684m掘進済

掘進完了
R7.3.13

延長 約1,080m

掘進延長 約6,986m

掘進延長 約6,976m

延長 約1,470m 延長 約720m

別紙１
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【東名ジャンクション周辺部 令和７年度の工事状況】
※シールド掘進位置及び掘進済延長のみ時点更新

ランプ部
地下躯体構築

Ａランプシールド

東名ジャンクション発進 本線シールドトンネル

シールドマシン 外径：約16.1ｍ、トンネル外径：約15.8ｍ

南行：ネクスコ東日本 延長約9,155ｍ（4,427ｍ掘進済）

北行：ネクスコ中日本 延長約9,099ｍ（3,582ｍ掘進済）

※ 南行・北行ともに、区内での掘進は完了

本線シールド
発進立坑

東名ジャンクション ランプシールドトンネル

シールドマシン 外径：約14ｍ、トンネル外径：約13.7ｍ

Ａランプ：ネクスコ中日本 延長約1,470ｍ（684ｍ掘進済）

Ｈランプ：ネクスコ東日本 延長約1,008ｍ（掘進完了）

東名ジャンクション

ランプシールド
発進立坑

換気塔

換気所
地下躯体構築

橋脚・橋台構築工事

①

②

③

①

④

Ｈランプシールド

①
トンネル部

・Ｈランプシールドマシンは掘進を完了（令和７年３月）。
・Ａランプシールドマシンは掘進中。
・地中拡幅（南行）（成城３丁目）の部分拡幅部および標準拡幅部にお
いて、調査工、内部支保工を施工中。
・地中拡幅（北行）（成城４丁目）の部分拡幅部において止水注入工の
作業が完了し、内部支保工を施工中。

②
開削部

・令和７年９月に昨年度（令和６年８月）土留壁変状の影響により閉鎖
した区道を復旧。

③
ランプ橋部

・作業ヤード内で東名高速本線の橋脚耐震補強工を実施。
・東名高速道路北側は下水道管移設工を実施。
・東名高速道路南側は機能補償道路が一部開放。

④
その他

・換気所部は維持管理用の電気室の躯体構築を施工中。

① ①

② ④

変状箇所
土留壁

令和７年１１月１日時点
※事業者作成資料を基に公表

データを区で加筆・修正

【令和７年度の工事状況】

地中拡幅部
（調査工・止水注入工）

別紙２
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東名ＪＣＴ Ａ・Ｈランプシールドトンネル・地中拡幅工事の概要

関連：第30回トンネル施工等検討委員会 資料-4 P1

Aランプシールド
延長：約1,470m

Ｈランプシールド
延長：約1,010m

至 大泉ＪＣＴ

東名ＪＣＴ（仮称）

東名高速道路

至 名古屋

至 東京

Ａランプ
発進立坑

Ｈランプ
発進立坑

南行
本線シールド

北行
本線シールド 地中拡幅範囲（南行）

地中拡幅範囲（北行）

工事名称 ： 東京外かく環状道路 東名ジャンクションランプシールドトンネル・地中拡幅（北行）工事

発 注 者 ： 中日本高速道路（株）東京支社

施 工 者 ： 前田・奥村・安藤・間特定建設工事共同企業体

工事内容 ： Ａランプシールド

  泥土圧シールド（シールド機外径 約φ14m 、セグメント外径 約φ13.7m）、延長 約1,470m

工事内容 ： 地中拡幅

  標準拡幅部 延長 約258m 、部分拡幅部 延長 約116m 合計 約374m

工事箇所 ： 東京都世田谷区大蔵～世田谷区成城

工事名称 ： 東京外かく環状道路 東名ジャンクションランプシールドトンネル・地中拡幅（南行）工事

発 注 者 ： 東日本高速道路（株）関東支社

施 工 者 ： 安藤・間・西松・日本国土特定建設工事共同企業体

工事内容 ： Ｈランプシールド

  泥土圧シールド（シールド機外径 約φ14m 、セグメント外径 約φ13.7m）、延長 約1,010m

工事内容 ： 地中拡幅

  標準拡幅部 延長 約153m 、部分拡幅部 延長 約68m 合計約221m

工事箇所 ： 東京都世田谷区大蔵～世田谷区成城

【Ｈランプシールドトンネル・地中拡幅（南行）】

【Ａランプシールドトンネル・地中拡幅（北行）】

別紙３－１
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地中拡幅部について
〇東京外かく環状道路 東名JCTは、本線シールドトンネルとランプシールドトンネルを特殊な合成セグメントで接合する
覆工構造を採用し、工事の安全性、覆工の品質と耐久性の向上を図っていきます。 別紙３－２
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